東松島市発注工事における単品スライド条項
及びインフレスライド条項の運用について
平成２５年６月２１日　　
総務部行政経営課　　
東松島市では、東日本大震災において特に被災の大きい宮城県における賃金等の急激な変動に対処するため、工事請負契約書第２５条第５項の「単品スライド条項」及び第６項の「インフレスライド条項」について、宮城県に準じて（※）下記のとおり運用します。
記

１　単品スライド

(1)　対象工事　　運用施行日現在で継続中の工事及び運用施行日以降の新規契約工事

　(2)　運用施行日　　平成２５年５月１日

　(3)　対象資材　　発注者・受注者間の協議に基づき、原材料費の高騰等価格上昇要因が明確な
資材について、実勢価格を用いて再計算した変動額が、請負代金額の１００分
の１を超えた場合に対象資材とする。
　(4)　請負代金額の変更
　　　　受注者が、原則として工期末の２か月前までに、本市が定める手続きに従い、適用に係る申請を行う。ただし、運用施行日現在で継続中の工事のうち残工事期間が２か月未満のものについては、弾力的な運用を行う。

  (5)　再スライド　　なし

２　インフレスライド

　(1)　対象工事　　運用施行日現在で残工事期間が２か月以上ある継続中の工事及び運用施行日

以降の新規契約工事
　(2)　運用施行日　　平成２５年５月１日

　(3)　対象資材等　　宮城県において、賃金水準の変更がなされた日以降の残工事量に対する資材、
労務単価等

(4)　請負代金額の変更
　　　　単品スライドと同様とする。
　(5)　再スライド　　可能（宮城県において、賃金水準の変更がなされる都度、適用可能）
※各様式は宮城県のものを使用する。
